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回答者によると、オープンソースの生
成AIは、プロプライエタリなソリュー
ションよりも、コラボレーション、
イノベーション、統合の容易さ
をサポートする上で優れていると考え
られています。 

オープンソースの生成AIは、
回答者の��％がデータの
管理と透明性の向上に
つながると回答しています。

オープン性は重要。
回答者の��%は、

自社が使用または開発している
生成AIシステムのオープン性に

非常に、または中程度の
懸念を抱いています。

生成AI技術の
スケーラビリティと精度に

関しては、プロプライエタリと
オープンソースのソリューションが

同じように回答者に
好まれています。

回答者のほぼ全員（��％）
によると、中立性は
生成AIガバナンスの
重要な側面です。

生成AIの長期的な
持続可能性については、
プロプライエタリな
ソリューション（��％）よりも
オープンソースの
ソリューション（��％）が
好まれます。

調査対象となった企業の大半は、
自社のニーズに合わせて

カスタマイズし、
既存の製品に組み込んだり、

生成AIを中心とした
新製品を開発する意向です。

一般的に、調査対象となった
組織の��％が
オープンソースの
生成AIテクノロジーを好む
のに対し、プロプライエタリなソリ
ューションを好むのは�％でした。

セキュリティは、組織が生成
AI関連プロジェクトの導入を計
画していない主な理由ですが、プ
ロプライエタリなソリューション
がオープンなものよりも安全だ
とは考えられていません。

調査対象となった企業の
過半数（��%）が
生成AIへの大規模な
投資を計画しており、
IT予算の大部分をこのテクノ
ロジーに割り当てています。

ジェネレーティブAI
（生成AI）は企業にとって

重要な要素であり、回答者の
��％の組織がプロダクション
コンテキストで使用しています。

生成AIは将来計画の
重要な要素。

調査対象企業の��％が、
将来にとって非常に重要、または

中程度に重要であると
感じています。
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